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感染症予防チェックリスト 

 

1. 職員の健康管理の徹底 

□出勤前の体温測定を行っている（37.4℃以上または有症状者は上司に報告し自宅待機する） 

□朝礼・昼礼時に体調確認を行っている 

□予防接種と定期的な健康診断を受けている 

□十分な栄養と睡眠に心掛けている 

□不要不急の外食・外出は避けている 

□家族に体調不良者を有する場合は上司に報告を行っている 

□公共交通機関の利用時は換気への協力・咳エチケットを周知徹底している 

 

2. 手洗いと標準予防策 

□手洗いは石鹸と流水で 15～３０秒行っている 

□標準予防策、処置の手袋着用と処置後の手洗いに努めている 

□血液・体液・嘔吐物・排泄物の適切な処理を行っている 

□持ち場にかかわらず就労中の定期的な手洗い・アルコール手指消毒を行っている 

 

3. 感染予防のための環境整備 

□定期的な換気、適切な湿温・湿度の管理を行っている 

□定期的に人が良く触れる箇所の除菌清掃を行っている 

□院内への入退場時のアルコール手指衛生を喚起している 

□院内に感染症流行の掲示を行い、患者への注意喚起を行っている 

□感染予防・発生時対応の為の物品が準備されている 

□適切な方法で消毒・滅菌が行われている 

□院内の清掃の徹底と空気清浄機・加湿器・除湿機の定期清掃を行っている 

 

4. マニュアル・研修 

□各種感染症における対応のマニュアル作成を行い、手順を周知している 

□新たな取り決めは議事録・連絡ノートを確認して周知している 

□スタンダードプリコーション（標準予防策）・嘔吐物処理などの練習を行っている 

 

5. 感染予防のための行動変容 

□事業主（院長）が感染症の拡大防止に積極的に取り組んでいる 

□各種感染症において常に院内での実現可能な対策を議論している 

 

 

                         

達成できていない部分があれば 

改善に努めていきましょう！ 

  


